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§5．まとめ

本試設計を行った結果の疑問点，問題点及びそれらの解決案等について述べる．

1．　指針に規定されている輪荷重の接地長と接地幅の関係は、下記になると思われる。
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接地幅ai 接地長a2 b

満恵荷重
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当該斬交通システムに用

空章荷重 いる真両の輪距による

2。　指針によると断面力の算出に用いる活荷重は、連行荷重を用いる事になっているが

　、等価等分布荷重を使用するなどして設計の簡略化に努めるべきセある。

3．　本試設計での断面力は下記が最大となっている．

端支圃中央 ヰ燗1支点 中間支閻中央「

常
　
時

A桁 死＋活（全》＋遠《全》 死＋活（全） 死＋活（全》．

B桁 死＋活（全）＋遠（全》 死＋活（全）＋遠（全》 死＋活（全）＋遠（全）

疲
労
時

A桁 死＋活（A）＋遠（A） 死＋活（A） 死＋活（A）

B桁 死＋活（B》＋遠（B》 死＋活（B》＋遠（B） 死＋活（B》＋遠（B）

A軌道（G1》一内側の軌道，　B軌道（62）一一外側の軌道

　上記より概算時には、常時の場合は死＋活（複）、疲労時には死＋活（単）で断面

力の算出を行えば良いと思われる。

　また詳細設計時においても、横荷重の影響は小さいので省略する等の荷重及び荷重

の組合わせについての見直しも必要である．

4。　疲労時の断面力を算出する際には、単線載荷として取扱たが、疲労応力度範囲の検

　算は、指針どうり複線載荷の影響を考慮して行っている．構造系によっては単線載荷

　の効果が大きい部材もあり、繰返し回数や衝撃係数も異なってくるので、個々の部材

　の特性に留意して検算を行う必要がある。
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5．　疲労時の検算結果によると、本試設計で取扱ったモデル程度の支間では・格子分配

　の効果も良く、死活荷重比も大きいので、疲労によ？て断丙が摯定されることはない。

6．疲労時設計荷重に紛る供用轍中の舗り返し回数は、一般に別図（P－19・）の

　様になる。（指針　表一解2。4．2参照）

　　　同図より概略下記となる。

　　　　SpanL≧7m　25・万回×・．8鵬一3

　　　　　　　　　　　　　　　m＝3　溶接継手（調質鋼）

　　　　　　　　　　　　　　　mニ4　溶接継手（非調質鋼）

　　　　　　　　　　　　　　　m＝5　非溶接継手，せん断継手

7．　一般に応力範囲が下記ならば疲労に対し許容値と考えられる（P－191）

　　　　　σ　　一σ　　≦1760㎏／d　　（複線支持）
　　　　　艶ax　　蘭iハ

　　　　　　　　　　　　　1050㎏／d　　（単線支持ン

8．　床版の配力鉄筋については、指針に規定されていないが、道示等に従って設計を行

　　うのが良い。
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繍設講重1く禰伏瞬斜（6D年）㊨
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